
 

 

 

 

 

 

 

４月８日（月）着任式・１学期始業式を行い、令和

６年度がスタートしました。みんなの“やる気スイッチ”はオン

になっています。 

本間校長から『今年度のカケコー合言葉は昨年度から継続して 

【向き合う。その先に…】です。ただ、今年度は副題として英文

も添えました。【Face it. Beyond that…】です。「Beyond」に

は、「～を超えて、～以上に」といった意味があります。今の自

分を少し超えて、今以上の自分をめざして、今一度自分自身に 

【向き合って】みませんか？創立８０周年に向けて７１周年とな

る今年度、皆さんにとっても学校にとってもよいスタートが切れることを願っています。』

と言葉がありました。    (校長の始業式式辞全文はこちらから→) 

 

 

 

４月１０日（水）入学式を行いました。前日までの雨がうその

ようにきれいに晴れ渡り、暖かく、穏やかな春の日差しが降り注

ぐなか、在校生や来賓の方々、保護者、教職員に見守られて、新

入生２９名が入学しました。 

本間校長から新入生へ向けて、まず『高校入学というこの機会

に、これまでの自分に少し向き合ってみませんか？そして、これまで経験してきた多くの分岐点で決断

をしてきた自分を認めてあげてはどうでしょう。色々あったかも知れないけど今この場所にいるじゃな

いか。頑張ってきたね自分！向き合うその先には、きっと新しい世界、可能性が開けていると思います。』、

そして『自分を表現するために、もう一人の自分になって自分自身の内面と向き合ってみませんか？一

人ひとりに内在する可能性の芽は、ほかの人と比べるものではありません。その可能性の芽を見つけた

ら、自分なりの方法で少しずつ大きく育てていきましょう。その

先に、あなた自身のパーソナリティーが形づくられていくはずで

す。そして、自分なりの方法で、自分を表現していきましょう。

急がなくてもいいですよ。じっくりゆっくりと向き合っていきま

しょう。』と、２つのメッセージが贈られました。 

入学式のあとは、玄関前で保護者・教職員全員を交えた記念撮

影を行ったのち、前日に在校生・教職員が心を込

めて準備した教室で初めてのホームルームを迎えました。真新しい制服に身を包み、緊

張のなかにも初々しさがうかがえる一日となりました。 (校長の入学式式辞全文はこちらから→) 
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４月１１日（木）１限に対面式を行いました。生徒会執行部が

中心となって、その企画と運営をしました。 

生徒会長、新入生代表

のそれぞれの挨拶から始

まり、各部代表による部

活動紹介、執行部制作の学

校紹介動画の上映、先輩

としてのバス乗車マナー

のレクチャーなどを行い

ました。カケコー生活に

一日も早く慣れてほしいという２・３年生の気持ちから、いろい

ろと工夫が凝らされた、和やかで楽しい対面式となりました。そ

のおかげで、１年生の緊張も少しずつほぐれていく様子でした。 

先輩たちのように充実した学校生活が送られることを期待しています。 

 

 

 

対面式のあとには１年生はさっそく、生徒・図書指導・進路指導・教務・保健指導の各担当から説明

を受けました。細かな説明にもみな真剣なまなざしでした。 

そして、翌４月１２日（金）６限の総合的な探究の時間には、

２年生から、昨年度１年間かけて掛合町内５地区に分かれて取り

組んだ地域学習の成果と課題につい

て報告がありました。これを受けて、

１年生は今年度の自分たちの探究活

動を始め

ていきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

３名が着任し、新体制「チームカケコー」がスタートしました。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

[写真中央] 小川
お が わ

 剛
つよし

 副校長(数学)、[同左] 石原
いしはら

 衛
まもる

 教諭(保健体育)、[同右] 山本
やまもと

 朋子
と も こ

 教諭(家庭) 

対面式を行いました 

着任者を紹介します 

先輩たちの取り組みと 

思いは１年生へと引き継 

がれることになります。 


